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寫
本
時
代
の
書
物
作
成
過
程
に
關
す
る
一
考
察

―
―
「
正
字
」「
正
書
」
を
手
が
か
り
と
し
て

村
田

み
お

魏
晉
南
北
朝
隋
唐
時
代
は
、
書
物
の
形
態
で
言
え
ば
寫
本
時
代
で
あ
る
。
版
本
時
代
の
書
物
の
作
成
過
程
で
は
版
木
で
印
刷
す
る
と
い

う
大
き
な
轉
換
點
が
あ
り
、
そ
の
前
後
に
は
手
書
き
・
印
刷
物
と
い
う
明
瞭
な
區
別
が
あ
る
。
で
は
全
て
が
手
書
き
の
寫
本
時
代
に
は
そ

の
よ
う
な
轉
換
點
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
。
下
書
き
か
ら
流
布
ま
で
の
樣
々
な
段
階
を
當
時
の
人
々
は
何
ら
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の

か
。以

上
の
疑
問
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
翻
譯
や
寫
經
等
に
つ
い
て
具
體
的
で
詳
細
な
記
錄
を
持
つ
佛
教
文
獻
を
主
た
る
材
料
と
し
、
「
正

字
」「
正
書
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
考
察
す
る
。「
正
字
」「
正
書
」
は
、
正
し
い
文
字
、
文
字
を
辨
別
し
正
す
こ
と
、
そ
れ
を
行
う
職

掌
の
意
味
を
持
つ
。
「
正
字
」「
正
書
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
文
字
學
や
書
道
史
の
中
で
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
隸
書
か
ら
楷
書
へ
の
變

遷
と
い
っ
た
文
字
の
形
の
如
何
が
中
心
で
あ
っ
た

。
本
稿
で
は
少
し
角
度
を
變
え
、
書
物
作
成
過
程
に
お
け
る
機
能
や
役
割
と
い
う
視

（1）

點
で
檢
討
の
材
料
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
寫
本
時
代
の
人
々
の
書
物
に
關
す
る
意
識
、
す
な
わ
ち
草
稿
と
定
本
、
個
人
的
ノ
ー
ト
と
公

開
可
な
も
の
、
と
い
っ
た
段
階
づ
け
と
區
別
の
意
識
を
あ
ぶ
り
出
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
寫
本
時
代
全
體
に
亘
る
問
題
で
あ
り
佛
教
以
外
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の
諸
文
獻
や
寫
本
の
現
存
例
も
含
め
幅
廣
く
檢
討
す
る
の
が
理
想
的
だ
が
、
今
回
は
ひ
と
ま
ず
筆
者
の
收
集
し
得
た
佛
教
文
獻
の
事
例
を

中
心
に
し
、
今
後
の
更
な
る
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
字
體
の
面
で
の
「
正
字
」
の
役
割
を
指
摘
し
、
次
に
書
體
と
し
て
の
「
正
書
」
が
備
え
る
基
本
的
な
性
質
を
書
論
に

よ
っ
て
考
え
、
佛
典
翻
譯
や
寫
經
に
お
け
る
「
正
書
」
の
役
割
を
檢
討
す
る
。
そ
し
て
「
正
書
」
と
表
裏
一
體
で
あ
る
草
書
の
禁
止
と
、

文
獻
が
不
完
全
な
狀
態
で
流
出
し
た
事
例
を
檢
討
す
る
。

一

「
正
字
」
に
よ
る
字
體
の
統
一

書
物
の
作
成
過
程
に
お
い
て
は
字
體
の
「
正
」、
す
な
わ
ち
各
文
字
の
成
り
立
ち
に
照
ら
し
て
不
適
當
な
異
體
字
や
俗
字
を
排
除
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
字
を
正
す
職
掌
が
「
正
字
」「
正
書
」
と
呼
ば
れ
た
。
杜
佑
『
通
典
』
卷
二
十
六
職
官
典
八
諸
卿
中
祕
書

正
字
に
據
れ
ば
、
そ
の
源
は
後
漢
の
祕
書
監
に
發
し
、
後
に
は
著
作
等
も
掌
る
よ
う
に
な
り
、
文
字
校
正
に
專
從
す
る
職
で
は
な
く
な
っ

た
。
正
字
と
い
う
職
は
そ
の
舊
制
を
引
き
繼
い
だ
も
の
で
あ
る
。
南
齊
は
「
正
書
」
、
北
齊
は
「
正
字
」
を
置
き
、
隋
唐
も
そ
れ
を
踏
襲

し
た
。

ま
た
祕
書
省
以
外
に
も
、
東
宮
官
の
太
子
正
字
が
隋
唐
に
置
か
れ
、
煬
帝
の
時
に
は
一
時
的
に
正
書
と
さ
れ
た

。
著
作
や
校
正

（2）

（3）

と
言
っ
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
同
じ
く
祕
書
省
に
置
か
れ
る
校
書
郞
だ
ろ
う
が
、
正
字
や
正
書
と
い
う
職
も
そ
の
副
官
と
し
て
設
け
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
宮
中
の
典
籍
を
掌
る
祕
書
正
字
が
、
次
の
智
騫
と
い
う
僧
の
傳
記
に
登
場
す
る
。

『
續
高
僧
傳
』
卷
三
十
智
果
附
傳
智
騫
及
玄
應
（
大
正
五
〇
、
七
〇
四
中
）
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時
に
慧
日
の
沙
門
智
騫
な
る
者
は
、
江
表
の
人
な
り
。
偏
へ
に
字
源
を
洞
か
に
し
、
精
し
く
通
俗
に
閑
る
。
晩
に
學
ぶ
所
を
以
て
追

あ
き
ら

な

め

さ
れ
て
道
場
に
入
る
。
祕
書
正
字
は
著
作
を
讐
校
し
、
言
義
通
ぜ
ざ
る
に
自
り
、
皆
な
騫
に
諮
り
て
決
し
、
即
ち
爲
に
其
の
今
古
を

定
め
、
其
の
人
世
を
出
し
、
變
體
詁
訓
、
明
ら
か
な
る
こ
と
面
の
若
し
。
…
…
衆
經
音
及
び
蒼
雅
、
字
苑
を
造
る
。
…
…
京
師
の
沙

門
玄
應
な
る
者
は
、
亦
た
字
學
の
富
を
以
て
、
皂
素
の
推
す
所
な
り
。
通
く
經
音
を
造
り
、
甚
だ
科
據
有
り
。
（4）

文
字
の
源
流
と
慣
用
字
や
俗
字
に
詳
し
か
っ
た
智
騫
が
洛
陽
の
慧
日
道
場
に
入
っ
た
の
は
、
經
典
や
論
書
、
注
釋
書
の
著
述
や
校
正
に

必
要
な
人
材
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
文
字
學
の
學
識
に
よ
っ
て
『
衆
經
音
』
等
を
著
し
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
祕
書
正

字
が
登
場
し
、
讐
校
の
際
に
疑
問
點
を
智
騫
に
尋
ね
て
解
決
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
「
讐
校
著
作
」
は
宮
中
の
典
籍
を

指
す
可
能
性
も
排
除
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
讀
め
ば
慧
日
道
場
で
の
佛
教
文
獻
に
關
す
る
出
來
事
で
あ
り
、
勅
命
に
よ
る
撰
述
等
で

祕
書
省
の
官
が
遣
わ
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

次
の
『
宋
高
僧
傳
』
譯
經
篇
の
論
に
は
、
佛
教
で
も
明
ら
か
に
正
字
と
い
う
職
が
設
け
ら
れ
、
玄
應
が
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
記
錄
さ
れ

て
い
る
。

『
宋
高
僧
傳
』
卷
三
譯
經
篇
論
（
大
正
五
〇
、
七
二
四
下
）

又
た
正
字
を
置
き
、
字
學
の
玄
應
は
曾
て
是
の
職
に
當
り
、
後
に
或
い
は
置
き
或
い
は
否
な
り
。
（5）

譯
經
篇
の
論
は
佛
典
翻
譯
の
凡
例
及
び
譯
場
で
の
役
割
分
擔
を
ま
と
め
て
い
る
。
譯
主
・
筆
受
・
譯
語
と
い
っ
た
譯
場
で
の
各
役
割
を

述
べ
る
中
に
こ
の
一
文
が
あ
り
、
讐
校
を
行
う
校
勘
は
こ
れ
と
は
別
に
述
べ
ら
れ
る
。
從
っ
て
譯
經
に
お
け
る
正
字
は
字
體
の
正
誤
の
判

斷
に
特
化
し
た
役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
玄
應
は
道
宣
と
同
時
代
の
初
唐
の
人
で
『
一
切
經
音
義
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る

。
（6）

前
に
引
用
し
た
『
續
高
僧
傳
』
で
も
「
字
學
之
富
」
を
讃
え
ら
れ
て
い
た
彼
が
、
恐
ら
く
長
安
の
譯
場
に
お
い
て
正
字
の
職
務
を
勤
め
た
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の
で
あ
る
。
た
だ
し
「
或
置
或
否
」
と
言
う
よ
う
に
常
設
の
職
で
は
な
か
っ
た
。

正
字
の
職
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
多
種
多
樣
な
異
體
字
・
俗
字
を
整
理
し
解
決
す
る
た
め
、
唐
代
に
は
祕
書
監
で
あ
っ
た
顔
師
古
が
貞

觀
年
間
に
『
顔
氏
字
樣
』
を
編
纂
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
字
體
を
俗
・
通
・
正
に
分
類
し
た
顔
元
孫
『
干
禄
字
書
』
が
著
さ
れ
て
お
り

、
（7）

さ
ら
に
經
書
の
正
し
い
字
形
を
示
す
た
め
張
參
『
五
經
文
字
』、
唐
玄
度
『
九
經
字
樣
』
が
作
ら
れ
た
。

佛
教
文
獻
の
例
と
し
て
、
中
唐
に
は
國
子
學
が
定
め
た
標
準
的
字
體
に
準
じ
て
佛
教
の
注
釋
書
を
書
寫
し
た
事
例
が
あ
る
。
次
の
『
新

僉
定
四
分
律
疏
本
』
編
纂
過
程
に
見
え
る
「
國
子
學
大
歷
（
曆
）
新
定
字
樣
」、
す
な
わ
ち
大
曆
十
一
年
（
七
七
六
）
の
張
參
『
五
經
文
字
』

を
參
照
し
た
と
い
う
事
跡
で
あ
る
。

唐
圓
照
集
『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
教
錄
』
卷
中
（
大
正
五
五
、
七
六
二
上
）

（
建
中
元
年
、
七
八
〇
）
五
月
十
六
日
己
卯
に
至
り
、
草
本
を
修
め
畢
は
る
。
六
月
甲
午
朔
に
洎
び
、
又
た
諸
大
德
と
起
初
に
檢
勘

す
。
十
五
日
戊
申
に
至
り
、
沙
門
圓
照
を
し
て
起
首
し
て
國
子
學
大
歷
新
定
字
樣
に
依
り
て
剏
め
て
進
本
を
寫
さ
し
む
。
…
…
七
月

癸
亥
朔
二
十
八
日
庚
寅
に
至
り
、
初
め
て
草
本
を
校
し
訖
は
る
。
十
月
辛
卯
朔
三
日
癸
巳
に
至
り
、
進
本
を
繕
寫
し
畢
は
る
。
…
…

又
た
十
一
月
辛
酉
朔
七
日
丁
卯
に
至
り
、
復
た
諸
大
德
と
起
首
し
て
再
三
刊
定
し
、
草
本
、
進
本
、
副
本
を
對
し
て
檢
勘
し
、
二
十

七
日
に
至
り
て
僉
定
し
訖
は
る
。
十
二
月
辛
卯
朔
十
二
日
に
至
り
、
狀
に
隨
ひ
て
送
り
て
祠
部
に
上
り
、
大
安
國
寺
奉
勅
僉
定
四
分

律
疏
院
は
新
僉
定
四
分
律
疏
本
十
卷
を
進
め
ん
こ
と
を
請
ふ
。
（8）

こ
の
『
新
僉
定
四
分
律
疏
本
』
編
纂
は
大
曆
十
三
年
（
七
七
八
）
に
代
宗
か
ら
『
四
分
律
』
の
新
舊
の
疏
を
合
わ
せ
て
一
本
に
編
集
し
な

お
せ
と
の
勅
命
を
受
け
た
も
の
で
、
七
七
八
年
に
開
始
、
七
八
〇
年
に
草
本
つ
ま
り
原
稿
が
完
成
、
そ
し
て
草
本
校
正
、
進
本
繕
寫
、
草

本
・
進
本
・
副
本
校
正
を
經
て
進
上
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、
詳
細
な
作
成
過
程
が
窺
え
る

。
（9）
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佛
典
注
釋
書
で
あ
る
『
新
僉
定
四
分
律
疏
本
』
の
事
例
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
勅
撰
の
場
合
に
『
五
經
文
字
』
の
標
準
的
字
體
が
經
書

に
限
ら
ず
佛
教
文
獻
に
も
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
の
が
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
他
諸
々
の
宮
中
に
收
め
ら
れ
る
學
術
的
著

作
が
こ
の
規
範
に
準
據
し
た
と
推
定
し
得
る
。
ま
た
そ
れ
を
底
本
と
し
て
宮
中
以
外
へ
流
布
さ
せ
て
い
け
ば
、
當
然
そ
れ
ら
も
基
本
的
に

こ
の
「
新
定
字
樣
」
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
そ
の
影
響
は
經
書
や
宮
中
の
典
籍
に
必
ず
し
も
限
定
さ
れ
ず
あ
る
程
度
の
廣
が
り
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二

書
體
と
し
て
の
「
正
書
」

次
に
書
體
の
名
稱
と
し
て
の
「
正
書
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
例
え
ば
梁
の
庾
肩
吾
「
書
品
」
で
は
隸
書
が
作
ら
れ
た
經
緯
を
述
べ
た
上

で
「
現
在
の
正
書
の
こ
と
」
と
す
る
。

『
法
書
要
錄
』
卷
二
梁
庾
肩
吾
書
品
論

隸
體
の
發
源
を
尋
ぬ
る
に
、
秦
時
の
隸
人
の
下
邳
の
程
邈
の
作
る
所
、
始
皇
見
て
之
を
重
じ
、
奏
事
は
繁
多
、
篆
字
は
製
し
難
き
を

以
て
、
遂
に
此
の
法
を
作
り
、
故
に
隸
書
と
曰
ふ
。
今
時
の
正
書
是
れ
な
り
。
（10）

庾
肩
吾
が
言
う
「
今
時
の
正
書
」
は
、
そ
れ
が
當
時
指
し
示
し
て
い
た
書
體
の
形
狀
を
現
在
の
我
々
が
見
て
分
類
す
る
な
ら
ほ
ぼ
楷
書

に
相
當
す
る
だ
ろ
う
。
書
體
と
し
て
の
「
正
書
」
は
一
般
に
は
隸
書
ま
た
は
楷
書
を
指
す
と
解
説
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
「
正
書
」

と
呼
ば
れ
る
の
が
具
體
的
に
如
何
な
る
筆
畫
や
形
狀
か
と
い
う
視
點
か
ら
、
現
在
の
分
類
の
中
で
對
應
す
る
他
の
名
稱
を
擧
げ
た
も
の
で
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あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
の
關
心
は
「
正
書
」
が
指
し
示
す
具
體
的
な
書
の
形
狀
に
在
る
の
で
は
な
く
、
内
實
と
し
て
お
お
む
ね
楷
書

に
相
當
す
る
書
體
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

で
は
「
正
書
」
と
い
う
名
の
指
し
示
す
内
容
を
、
他
の
書
體
と
の
對
比
や
そ
れ
が
備
え
て
い
た
機
能
と
い
う
觀
點
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

庾
元
威
「
論
書
」
は
「
正
書
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
法
書
要
錄
』
卷
二
梁
庾
元
威
論
書

學
ぶ
所
の
正
書
、
宜
し
く
殷
鈞
、
范
懷
約
を
以
て
主
と
爲
す
べ
し
。
方
正
は
紀
に
循
ひ
、
修
短
は
度
に
合
ふ
。
學
ぶ
所
の
草
書
、
宜

し
く
張
融
、
王
僧
虔
を
以
て
則
と
爲
す
べ
し
。
體
用
は
法
を
得
、
意
氣
は
餘
り
有
り
。
（11）

庾
元
威
と
同
じ
く
梁
代
の
人
で
あ
る
殷
鈞
・
范
懷
約
を
學
ぶ
べ
き
手
本
と
し
た
上
で
、
折
り
目
正
し
い
筆
遣
い
や
規
範
に
適
っ
た
筆
畫

の
長
さ
、
と
説
明
す
る
。
ま
た
次
に
は
草
書
が
竝
べ
て
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
正
書
」
が
應
用
的
な
崩
し
書
き
で
あ
る
草
書
と
對
比

し
て
の
規
範
的
な
「
正
」
し
い
書
體
、
と
い
う
名
稱
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
「
正
書
」
は
公
式
に
用
い
ら
れ
る
正
統
的
で
規
範
的
な
書
體
を
指
す
名
稱
で
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
形
狀
が
變
化

し
て
も
や
は
り
み
な
「
正
書
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
漢
代
に
は
隸
書
が
「
正
書
」、
六
朝
隋
唐
期
に
は
隸
書
と
も
呼
ば
れ

つ
つ
ほ
ぼ
楷
書
に
等
し
い
書
體
が
「
正
書
」
と
さ
れ
た
。
楷
書
の
「
正
書
」
と
い
う
位
置
づ
け
は
そ
の
後
現
在
ま
で
持
續
し
て
い
る
が
、

も
し
今
後
別
の
書
體
が
公
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
そ
れ
が
「
正
書
」
と
呼
ば
れ
る
だ
ろ
う

。
上
述
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
「
正

（12）

書
」
が
隸
書
ま
た
は
楷
書
と
解
説
さ
れ
る
の
は
、
過
去
に
隸
書
・
楷
書
が
「
正
書
」
の
地
位
を
占
め
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
正

書
」
と
い
う
名
稱
は
、
特
定
の
書
體
を
指
す
の
で
は
な
く
規
範
的
で
公
的
な
書
體
と
し
て
機
能
す
る
も
の
を
指
す
。
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三

佛
典
翻
譯
に
お
け
る
「
正
書
」

佛
教
文
獻
に
お
け
る
「
正
書
」
及
び
そ
れ
に
類
す
る
「
正
寫
」
の
古
い
用
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
梁
僧
祐
『
出
三
藏
記
集
』
の
「
放

光
經
記
」「
如
來
大
哀
經
記
」
に
見
え
る
。
と
も
に
二
九
一
年
譯
出
の
經
典
に
關
す
る
作
者
不
明
の
後
記
で
あ
る
。
本
來
は
恐
ら
く
經
典

の
來
歷
を
記
し
た
覺
え
書
と
し
て
經
の
末
尾
に
附
さ
れ
、
そ
れ
を
僧
祐
が
『
出
三
藏
記
集
』
に
收
錄
し
た
。
從
っ
て
僧
祐
以
前
な
の
は
確

實
で
、
譯
出
後
さ
ほ
ど
時
を
經
ず
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

『
出
三
藏
記
集
』
卷
七
放
光
經
記
（
大
正
五
五
、
四
七
下
）

元
康
元
年
（
二
九
一
）
五
月
十
五
日
を
以
て
、
衆
賢
者
は
皆
な
集
議
し
、
晉
書
も
て
正
寫
す
。
時
に
胡
本
を
執
る
者
は
于
闐
の
沙
門
無

羅
叉

、
優
婆
塞
竺
叔
蘭
は
口
傳
し
、
祝
太
玄
、
周
玄
明
は
共
に
筆
受
し
、
正
書
す
る
こ
と
九
十
章
、
凡
そ
二
十
萬
七
千
六
百
二
十

（13）

一
言
な
り
。
（14）

『
出
三
藏
記
集
』
卷
九
如
來
大
哀
經
記
（
大
正
五
五
、
六
三
中
）

元
康
元
年
七
月
七
日
、
燉
煌
菩
薩
の
支
法
護
は
手
づ
か
ら
胡
經
を
執
り
、
經
は
如
來
大
哀
と
名
づ
け
、
口
づ
か
ら
聶
承
遠
に
授
け
、

道
眞
は
晉
言
を
正
書
し
、
其
の
年
の
八
月
二
十
三
日
を
以
て
訖
は
る
。
（15）

こ
れ
ら
は
經
典
翻
譯
の
例
で
あ
る
。「
正
書
」「
正
寫
」
に
は
特
に
區
別
が
な
く
、
文
字
通
り
「
正
し
く
書
寫
す
る
」
の
意
で
あ
る
。「
晉

書
」「
晉
言
」
と
あ
る
よ
う
に
、
原
語
か
ら
中
國
語
に
翻
譯
し
譯
文
を
漢
字
で
書
寫
し
た
、
と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
「
正
」
の
指
す
内
容
は

明
確
で
は
な
い
。
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や
や
後
、
三
九
七
年
に
譯
出
さ
れ
た
『
中
阿
含
經
』
に
關
す
る
序
文
に
は
、
翻
譯
か
ら
流
布
ま
で
の
過
程
が
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。

『
出
三
藏
記
集
』
卷
九
道
慈
中
阿
鋡
經
序
（
大
正
五
五
、
六
四
上
）

晉
の
隆
安
元
年
（
三
九
七
）
丁
酉
の
歳
十
一
月
十
日
を
以
て
、
楊
州
丹
楊
郡
建
康
縣
界
に
於
い
て
、
其
の
精
舍
に
在
り
、
更
に
此
の
中

阿
鋡
を
出
す
。
罽
賓
の
沙
門
僧
伽
羅
叉
に
請
ひ
て
胡
本
を
講
ぜ
し
め
、
僧
伽
提
和
に
請
ひ
て
胡
を
轉
じ
て
晉
と
爲
さ
し
め
、
豫
州
の

沙
門
道
慈
筆
受
し
、
呉
國
の
李
寶
、
唐
化
は
共
に
書
く
。
來
二
年
（
三
九
八
）
戊
戍
の
歳
六
月
二
十
五
日
に
至
り
、
草
本
始
め
て
訖
は

る
。
…
…
時
に
國
の
大
難
に
遇
ひ
、
未
だ
即
ち
正
書
せ
ず
。
乃
ち
五
年
（
四
〇
一
）
辛
丑
の
歳
に
至
り
、
方
に
正
寫
を
得
、
挍
定
し
て

流
傳
す
。
（16）

三
九
七
年
十
一
月
に
翻
譯
開
始
、
翌
年
六
月
に
「
草
本
」
が
完
成
、
し
か
し
國
難
の
た
め
「
正
書
」
で
き
ず

、
三
年
後
の
四
〇
一
年

（17）

に
始
め
て
「
正
寫
」
「
挍
定
流
傳
」
さ
れ
た
。
翻
譯
開
始
か
ら
七
ヶ
月
少
々
の
月
日
を
か
け
、
ま
ず
「
草
本
」（
草
稿
段
階
の
翻
譯
原
稿
）

が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
三
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
經
て
「
正
寫
」（
草
稿
を
正
し
く
書
寫
し
な
お
す
作
業
）
し
、
校
正
し
て
定
本
が
作
ら
れ
世

に
流
布
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
草
」「
正
」
が
對
比
さ
れ
、「
正
寫
」
と
は
下
書
き
か
ら
の
淨
書
に
當
た
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る

。
ま
た
こ
の
例
は
、
翻
譯
終
了
後
す
ぐ
に
流
布
せ
ず
長
期
間
保
管
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
、
譯
出
時
期
と
流
布
開
始
時
期

（18）を
單
純
に
同
一
視
で
き
な
い
こ
と
を
も
示
唆
す
る
。

「
正
寫
」
と
は
記
さ
れ
な
い
が
、
次
の
『
摩
得
勒
伽
經
』
の
後
記
に
も
ま
ず
「
草
」
が
完
成
、
三
日
後
に
「
寫
」
が
完
了
と
い
う
經
過

が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
寫
」
は
上
の
例
の
「
正
寫
」
に
相
當
す
る
と
考
え
て
よ
い
。

『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
一
摩
得
勒
伽
記
（
大
正
五
五
、
八
二
上
）
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宋
元
嘉
十
二
年
（
四
三
五
）
、
歳
は
乙
亥
に
在
り
、
楊
州
の
聚
落
の
丹
陽
郡
秣
陵
縣
の
平
樂
寺
に
、
三
藏

は
弟
子
と
共
に
此
の
律
を
出

（19）

す
。
正
月
從
り
起
り
、
九
月
二
十
二
日
に
至
り
て
草
成
り
、
二
十
五
日
に
寫
し
畢
は
る
。
白
衣
の
優
婆
塞
張
道
、
孫
敬
信
執
り
て
寫

す
。
（20）

こ
の
よ
う
に
佛
典
翻
譯
の
過
程
に
見
ら
れ
る
「
正
書
」
「
正
寫
」
は
、
下
書
き
を
整
理
し
て
書
き
直
す
淨
書
で
あ
り
、
つ
ま
り
下
書
き

か
ら
定
本
・
底
本
へ
の
變
わ
り
目
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

寫
經
と
「
正
書
」

次
に
佛
典
翻
譯
か
ら
佛
典
書
寫
全
體
に
範
圍
を
廣
げ
、
寫
經
と
「
正
書
」
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
寫
經
に
適
し
た
書
體
を
述
べ
た
も
の

と
し
て
『
出
三
藏
記
集
』
の
僧
祐
「
胡
漢
譯
經
音
義
同
異
記
」
を
見
て
お
き
た
い
。「
正
書
」
で
は
な
く
「
隸
」
「
隸
法
」
と
い
う
語
を
用

い
て
い
る
が
、
寫
經
の
觀
點
か
ら
文
字
の
變
遷
を
辿
っ
た
一
段
が
あ
る

。
（21）

『
出
三
藏
記
集
』
卷
一
胡
漢
譯
經
音
義
同
異
記
（
大
正
五
五
、
四
中
）

西
方
の
寫
經
、
同
に
梵
文
を
祖
と
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
三
十
六
國
往
往
に
し
て
異
な
る
有
り
。
諸
を
中
土
に
譬
へ
ば
、
猶
ほ
篆
籀

の
變
體
の
ご
と
き
か
。
案
ず
る
に
蒼
頡
の
古
文
、
世
に
沿
ひ
て
代
よ
變
り
、
古
移
り
て
籀
と
爲
り
、
籀
遷
り
て
篆
に
至
り
、
篆
改
め

て
隸
と
成
り
、
其
の
轉
易
多
し
。
傍
ら
八
體
を
生
ず
る
に
至
り
、
則
ち
仙
龍
雲
芝
有
り
、
二
十
四
書
は
則
ち
揩
奠
鍼
殳
有
り
。
名
實

繁
し
と
雖
も
、
用
を
爲
す
こ
と
蓋
し
尠
し
。
然
れ
ど
も
本
を
原
ね
義
を
定
む
れ
ば
、
則
ち
體
は
六
文
に
備
り
、
時
に
適
ひ
て
敏
と
爲



- 58 -

す
は
、
則
ち
隸
法
よ
り
も
要
な
る
は
莫
し
。
東
西
の
書
源
、
亦
た
得
て
略
ぼ
究
む
べ
き
な
り
。
（22）

蒼
頡
が
古
文
を
創
っ
て
以
來
、
變
遷
を
經
て
隸
書
に
到
る
ま
で
に
樣
々
な
書
體
が
派
生
し
た
の
だ
が
、
實
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

文
字
の
源
流
は
象
形
・
指
事
等
の
六
書
に
備
わ
っ
て
お
り
、
時
宜
に
適
し
て
便
利
な
點
で
は
「
隸
法
」
が
一
番
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
僧
祐
の
主
張
は
「
八
體
」
「
二
十
四
書
」
と
い
っ
た
六
朝
期
に
案
出
さ
れ
た
夥
し
い
種
類
の
新
書
體
を
意
識
し
て
お
り

、
新
奇
だ
が

（23）

實
用
性
に
乏
し
い
書
體
と
比
較
し
て
「
隸
法
」
の
優
越
を
説
く
。
こ
こ
で
は
文
字
の
變
遷
を
辿
る
上
で
「
隸
」
の
語
を
用
い
る
が
、
引
用

の
末
尾
に
言
う
「
隸
法
」
は
や
は
り
實
質
的
に
は
現
在
の
所
謂
楷
書
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
正
書
」
に
相
當
す
る
。
こ
の
よ
う
に
非
實
用

的
な
少
數
派
の
書
體
と
の
對
比
で
も
「
正
書
」
は
寫
經
に
最
も
相
應
し
い
書
體
と
さ
れ
る
。

ま
た
僧
侶
の
傳
記
に
は
「
正
書
」
を
得
意
と
し
た
と
い
う
例
が
散
見
さ
れ
る
。

『
高
僧
傳
』
卷
十
安
慧
則
傳
（
大
正
五
〇
、
三
八
九
中
）

少
き
よ
り
恆
性
無
く
、
卓
越
し
て
人
に
異
な
り
、
而
し
て
正
書
に
工
に
し
て
、
談
吐
を
善
く
す
。
（24）

安
慧
則
は
西
晉
の
永
嘉
年
間
（
三
〇
七
～
三
一
三
）
頃
の
人
で
あ
る
。「
工
正
書
」
と
い
う
彼
に
對
す
る
評
價
が
「
正
書
」
で
の
寫
經
に
優

れ
て
い
た
と
い
う
含
み
を
持
つ
こ
と
は
、
傳
の
後
文
に
豆
粒
大
の
細
字
『
大
品
經
』
十
數
本
を
書
寫
し
、
筆
畫
の
明
瞭
な
讀
み
や
す
い
字

で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
載
せ
る
點
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

。『
高
僧
傳
』
卷
十
三
の
南
齊
の
曇
遷
も
「
正
書
」
を
得
意
と
し
た
と
評
さ
れ

（25）

る
。

『
高
僧
傳
』
卷
十
三
曇
遷
傳
（
大
正
五
〇
、
四
一
四
中
）

篤
く
玄
儒
を
好
み
、
心
を
佛
義
に
遊
ば
せ
、
善
く
莊
老
を
談
じ
、
并
び
に
十
地
に
注
し
、
又
た
正
書
に
工
に
し
て
、
常
に
經
に
題
す

る
を
布
施
す
。
（26）
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「
題
經
」
と
は
普
通
に
考
え
れ
ば
經
典
の
題
名
を
記
す
の
で
あ
り
、
例
え
ば
卷
子
の
外
側
に
貼
る
た
め
の
題
名
を
指
す
可
能
性
が
考
え

ら
れ
、
彼
の
優
れ
た
「
正
書
」
を
喜
ぶ
人
に
對
し
て
經
題
を
書
い
て
與
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
、
僧
侶
に
つ
い
て
「
正

書
」
が
上
手
い
と
評
し
た
場
合
、
寫
經
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
を
伴
っ
た
の
が
見
て
と
れ
る
。
（27）

さ
ら
に
道
教
に
眼
を
轉
ず
る
と
、
道
教
經
典
の
書
寫
に
關
し
て
も
『
眞
誥
』
に
「
正
書
」
の
例
が
見
出
せ
る
。『
眞
誥
』
は
興
寧
二
年
（
三

六
四
）
茅
山
で
降
臨
し
た
南
嶽
魏
夫
人
か
ら
の
口
訣
を
、
靈
媒
の
楊
羲
と
許
謐
・
許
翽
が
書
き
と
め
、
陶
弘
景
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
經
緯
を
述
べ
た
眞
經
始
末
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陶
弘
景
『
眞
誥
』
卷
十
九
翼
眞
檢
眞
經
始
末

伏
し
て
尋
ぬ
る
に
上
清
眞
經
出
世
の
源
は
、
晉
哀
帝
興
寧
二
年
太
歳
甲
子
、
紫
虛
元
君
上
眞
司
命
南
嶽
魏
夫
人
下
降
し
、
弟
子
瑯
瑘

王
司
徒
公
府
舍
人
楊
某
（
楊
羲
）
に
授
け
、
隸
字
と
作
し
て
寫
し
出
さ
し
め
、
以
て
護
軍
長
史
句
容
許
某
（
許
謐
）
、
并
び
に
第
三

息
上
計
掾
某
某
（
許
翽
）
に
傳
へ
し
む
る
に
始
ま
る
。
二
許
は
又
た
更
め
て
起
寫
し
、
修
行
し
て
道
を
得
。
凡
そ
三
君
の
手
書
、
今

世
に
見
在
す
る
者
は
、
經
傳
大
小
十
餘
篇
、
掾
の
寫
多
し
。
眞
㖟
四
十
餘
卷
、
楊
の
書
多
し
。
（28）

ま
ず
楊
羲
が
授
け
ら
れ
た
教
え
を
隸
書
で
書
き
と
め
、
そ
れ
か
ら
許
謐
・
許
翽
へ
と
傳
え
、
二
人
が
ま
た
書
寫
し
た
。
三
君
の
手
に
な

る
書
で
現
存
す
る
も
の
は
許
翽
と
楊
羲
の
書
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
三
人
の
う
ち
何
故
許
謐
の
書
寫
し
た
も
の
が
少
な
か
っ
た
の
か
は
、

『
眞
誥
』
の
編
纂
過
程
を
樣
々
に
記
錄
し
た
中
に
「
長
史
（
許
謐
）
は
正
書
既
に
工
な
ら
ず
、
繕
寫
す
る
所
蓋
し
少
な
し
」

（
卷
十
九

（29）

翼
眞
檢
眞
誥
敍
錄
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の
一
段
で
は
三
者
の
書
の
優
劣
と
特
徴
が
述
べ
ら
れ
る
。

『
眞
誥
』
卷
十
九
翼
眞
檢
眞
誥
敍
錄

又
た
按
ず
る
に
三
君
の
手
迹
、
楊
君
（
楊
羲
）
の
書
最
も
工
、
今
な
ら
ず
古
な
ら
ず
、
能
く
大
に
し
て
能
く
細
、
…
…
掾
（
許
翽
）
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の
書
は
乃
ち
是
れ
楊
に
學
び
て
、
字
體
は
勁
利
、
偏
へ
に
善
く
經
を
寫
し
符
を
畫
き
、
楊
と
相
ひ
似
る
。
…
…
長
史
（
許
謐
）
は
章

草
は
乃
ち
能
く
す
る
も
、
而
ど
も
正
書
は
古
拙
、
符
も
又
た
巧
な
ら
ず
、
故
に
經
を
寫
さ
ざ
る
な
り
。
（30）

最
も
書
に
優
れ
て
い
た
の
は
靈
媒
の
楊
羲
で
、
楊
羲
に
書
を
學
ん
だ
許
翽
も
非
常
に
優
れ
、
經
典
書
寫
と
符
を
描
く
の
が
得
意
で
あ
っ

た
。
一
方
許
謐
は
、
隸
書
の
筆
遣
い
を
殘
し
た
章
草
は
良
い
の
だ
が
、
「
正
書
」
も
符
も
巧
み
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
經
典
を
書
寫
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
教
經
典
の
場
合
に
も
や
は
り
「
正
書
」
が
標
準
的
書
體
で
あ
り
、
書
寫
の
際
に
は
「
正
書
」
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
る
。
崩
し
書
き
の
章
草
し
か
評
價
さ
れ
な
い
許
謐
の
場
合
、
經
典
を
書
寫
す
る
に
相
應
し
く
な
い
た
め
、
寫
經
の
役
割
か
ら
は

除
外
さ
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
佛
教
・
道
教
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
正
書
」
に
熟
達
し
て
い
る
こ
と
が
寫
經
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

五

草
書
の
禁
止

で
は
「
正
書
」
と
表
裏
一
體
で
あ
る
崩
し
書
き
の
「
草
書
」
に
つ
い
て
、
草
書
で
の
書
寫
が
明
確
に
禁
止
さ
れ
た
事
例
を
見
て
み
た
い
。

『
歷
代
三
寶
紀
』
に
は
西
魏
大
統
十
年
（
五
四
四
）
正
月
の
詔
が
次
の
よ
う
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

『
歷
代
三
寶
紀
』
卷
三
西
魏
大
統
十
年
條
（
大
正
四
九
、
四
六
）

正
月
に
詔
し
、
刑
罰
を
寛
く
し
、
學
業
を
廣
め
、
禮
教
を
敦
く
し
、
草
書
を
斷
ち
、
文
を
去
り
質
を
存
す
。
（31）
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こ
の
西
魏
文
帝
で
あ
る
宇
文
泰
の
詔
は
『
周
書
』
に
は
見
え
ず
、
『
歷
代
三
寶
紀
』
で
の
み
知
り
得
る
。
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
と
草
書

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
刑
罰
・
學
業
・
禮
教
と
い
う
幅
廣
い
事
項
と
竝
列
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
特
定
の
職
掌
等
に
限
定
さ
れ
ず
、
國

家
全
體
に
出
さ
れ
た
禁
止
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
四
項
目
に
通
じ
る
方
針
が
最
後
の
「
去
文
存
質
」
で
あ
り
、
草
書
を
「
文
」、

つ
ま
り
華
美
で
裝
飾
的
な
實
用
性
の
低
い
書
體
と
す
る
認
識
に
基
づ
く
。

具
體
的
に
當
時
の
如
何
な
る
事
態
に
對
應
し
た
禁
令
だ
っ
た
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
草
書
の
常
用
に
よ
る
弊
害
が
あ
り
、
禁
止

の
必
要
が
生
じ
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
狀
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
草
書
に
よ
り
判
讀
の
困
難
や
誤
解
が
生
じ
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
、
上
の
よ
う
な
禁
令
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
草
書
の
禁
止
は
佛
教
文
獻
の
中
に
も
例
を
見
出
せ
る
。
そ
し
て
佛
教
の
文
脈
に
お
い
て
草
書
は
宗
教
的
角
度
か
ら
強
く
否

定
さ
れ
る
。

隋
慧
遠
『
大
乘
義
章
』
題
下
小
注
（
大
正
四
四
、
四
六
五
上
）
及
び
『
十
地
經
論
義
記
』
卷
一
冒
頭
第
一
段
末
小
注

草
書
は
人
を
惑
は
し
、
之
を
傷
失
す
る
こ
と
甚
だ
し
。
傳
ふ
る
者
は
必
ず
眞
、
愼
み
て
草
書
す
る
勿
れ
。
（32）

唐
明
曠
刪
補
『
天
台
菩
薩
戒
疏
』
卷
上
編
者
名
下
小
注
（
大
正
四
〇
、
五
八
〇
中
）

草
書
は
法
を
滅
す
、
傳
ふ
る
者
は
須
ら
く
眞
な
る
べ
し
。
（33）

最
初
の
二
例
は
隋
代
の
淨
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
～
五
九
二
）
の
著
作
で
、
兩
者
の
文
面
は
完
全
に
一
致
す
る
。『
大
乘
義
章
』
は
卷
頭
の
題

下
の
小
注
、
『
十
地
經
論
義
記
』
は
卷
一
冒
頭
の
第
一
段
落
末
尾
に
附
さ
れ
た
小
注
で
あ
る
。
第
三
の
例
は
唐
代
の
明
曠
の
疏
で
、
後
序

に
あ
る
よ
う
に
七
七
七
年
の
作
で
あ
る
か
ら
、
慧
遠
の
例
よ
り
約
百
五
十
年
降
る
。
こ
の
場
合
も
や
は
り
卷
上
卷
頭
の
編
者
名
の
下
に
小

注
と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。
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慧
遠
の
例
に
「
惑
人
」
、
明
曠
の
例
に
「
滅
法
」
と
言
う
よ
う
に
、
草
書
に
起
因
す
る
誤
讀
は
讀
者
を
眞
理
か
ら
遠
ざ
け
、
佛
法
を
損

な
い
滅
亡
さ
せ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。
そ
し
て
必
ず
「
眞
」
つ
ま
り
「
正
書
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
草
書
の
使
用
を
固
く
禁

じ
る
。
草
書
の
禁
止
は
、
敦
煌
遺
書
中
の
現
存
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
注
釋
書
の
多
く
が
草
書
で
書
か
れ
た
と
い
う
實
情
が
あ
る
か
ら
こ

そ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
小
注
が
卷
頭
に
置
か
れ
た
の
は
、
本
文
を
寫
そ
う
と
す
る
者
が
ま
ず
眼
に
す
る
よ
う
警
告
と
し
て
配
さ
れ
た
。

ま
た
敦
煌
遺
書
の
Ｐ
二
〇
六
六
唐
法
照
『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
』
に
も
次
の
一
文
が
あ
る
。

唐
法
照
『
淨
土
五
會
念
佛
誦
經
觀
行
儀
』
卷
中
（
大
正
八
五
、
一
二
五
三
中
）

深
く
諸
行
人
等
に
勸
む
る
に
、
若
し
此
の
法
事
儀
を
寫
す
の
時
は
、
皆
な
須
ら
く
淨
を
護
り
、
好
紙
眞
書
も
て
、
經
に
依
り
て
抄
寫

し
、
法
の
如
く
裝
潢
す
べ
し
。
麁
紙
草
書
を
得
ず
。
此
れ
竝
び
に
是
れ
佛
法
を
滅
す
る
の
相
に
し
て
、
淨
土
に
生
ま
る
る
を
障
り
、

永
劫
に
沈
淪
せ
ん
、
切
に
誡
愼
を
須
む
。
（34）

卷
頭
の
注
意
書
き
で
は
な
い
が
上
の
三
例
と
同
趣
旨
の
文
言
で
、
こ
の
場
合
も
「
好
紙
眞
書
」
を
必
須
と
し
、
「
麁
紙
草
書
」
は
法
滅

を
引
き
起
こ
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
さ
ら
に
は
「
麁
紙
草
書
」
を
用
い
る
と
永
遠
に
淨
土
に
生
ま
れ
變
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、

強
い
戒
め
を
讀
者
に
與
え
て
い
る
。
以
上
の
事
例
に
見
ら
れ
る
書
寫
者
へ
の
注
意
喚
起
に
は
、
隋
代
か
ら
高
ま
っ
て
い
た
末
法
思
想
に
よ

る
法
滅
へ
の
憂
慮
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。
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六

定
稿
以
前
の
流
布

最
後
に
、
推
敲
・
繕
寫
・
校
正
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
完
了
し
て
か
ら
流
布
し
た
の
で
は
な
く
、
途
中
の
狀
態
で
外
部
へ
流
布
し
て
し
ま

っ
た
例
を
取
り
あ
げ
、
寫
本
時
代
の
著
作
者
達
も
明
瞭
な
定
稿
の
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
以
前
の
不
本
意
な
流
出
を
禁
じ
よ
う
と
し
た
こ
と

を
論
じ
た
い
。

鳩
摩
羅
什
譯
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
は
、
僧
叡
の
序
に
よ
る
と
翻
譯
後
の
校
正
中
に
流
布
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
出
三
藏
記
集
』
卷
八
僧
叡
大
品
經
序
（
大
正
五
五
、
五
三
中
）

其
の
年
（
四
〇
三
）
の
十
二
月
十
五
日
を
以
て
出
し
盡
く
し
、
校
正
し
檢
括
す
。
明
年
四
月
二
十
三
日
に
乃
ち
訖
は
る
。
文
は
粗
ぼ
定

ま
る
と
雖
も
、
釋
論
を
以
て
之
を
撿
す
れ
ば
、
猶
ほ
盡
く
さ
ざ
る
多
し
。
是
を
以
て
其
の
論
を
出
す
に
隨
ひ
、
隨
ひ
て
之
を
正
す
。

釋
論
既
に
訖
は
り
、
爾
り
て
乃
ち
文
定
ま
る
。
之
を
定
む
る
こ
と
未
だ
已
ま
ず
し
て
、
已
に
寫
し
て
傳
ふ
る
者
有
り
、
又
た
意
を
以

て
增
損
し
、
私
か
に
般
若
波
羅
蜜
を
以
て
題
と
爲
す
者
有
り
。
文
言
舛
錯
し
、
前
後
同
じ
か
ら
ざ
ら
し
む
る
を
致
す
。
良
に
後
生
の

己
が
懷
を
虛
し
く
す
る
こ
と
薄
く
、
我
が
情
に
信
す
こ
と
篤
き
に
由
る
が
故
な
り
。
（35）

翻
譯
後
に
一
度
校
正
を
終
え
た
が
、『
大
智
度
論
』（
釋
論
）
と
照
合
す
る
と
不
充
分
な
箇
所
が
多
く
、
さ
ら
に
『
大
智
度
論
』
に
沿
っ

て
修
正
し
定
稿
を
作
っ
た
。
し
か
し
修
正
の
途
中
で
傳
寫
さ
れ
、
勝
手
に
「
般
若
波
羅
蜜
」
と
題
名
を
付
け
る
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
錯

誤
と
異
同
が
生
じ
た

。
こ
の
よ
う
に
定
本
以
前
の
無
斷
の
流
布
は
混
亂
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

（36）

ま
た
『
大
般
涅
槃
經
』
の
北
本
か
ら
南
本
へ
の
改
作
の
場
合
に
は
、
全
體
の
完
成
前
に
一
部
分
の
草
稿
を
少
數
だ
け
流
布
さ
せ
、
後
に
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回
收
し
て
燒
き
捨
て
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
王
琰
『
冥
祥
記
』（
大
正
五
三
、
四
一
八
下
）

宋
の
釋
慧
嚴
は
、
京
師
の
東
安
寺
の
僧
な
り
。
…
…
嘗
て
大
涅
槃
經
の
文
字
繁
多
な
る
を
嫌
ひ
、
遂
に
刊
削
を
加
へ
、
就
ち
數
卷
を

成
し
、
兩
三
通
を
寫
し
、
以
て
同
好
に
示
す
。
寢
寤
の
際
、
忽
と
し
て
一
人
を
見
る
に
、
身
長
二
丈
餘
り
、
形
氣
は
偉
壯
、
之
に
謂

ひ
て
、
涅
槃
の
尊
經
、
衆
藏
の
宗
、
何
ぞ
君
の
璅
思
を
以
て
輕
が
る
し
く
斟
酌
を
加
ふ
る
を
得
ん
や
、
と
曰
ふ
に
因
り
、
嚴
は
悵
然

と
し
て
釋
か
ざ
る
も
、
猶
ほ
發
意
を
以
て
、

苟

に
多
く
知
ら
ん
こ
と
を
覓
む
。
明
夕
將
に
臥
せ
ん
と
し
、
復
た
昨
の
人
を
見
る
に
、

か
り
そ
め

甚
だ
怒
色
有
り
、
謂
ひ
て
曰
く
、
過
ち
て
改
む
る
を
知
る
は
、
是
れ
過
ち
に
非
ず
と
謂
ふ
。
昨
に
故
ら
に
相
ひ
告
ぐ
る
も
、
猶
ほ
已

こ
と
さ

ま
ざ
る
か
。
此
の
經
は
既
に
行
理
無
く
、
且
つ
君
が
禍
も
亦
た
將
に
及
ば
ん
と
す
、
と
。
嚴
は
驚
覺
し
て
厝
を
失
ひ
、
未
だ
申
旦
に

及
ば
ず
し
て
、
便
ち
信
を
馳
せ
て
還
す
を
求
め
、
悉
く
之
を
燒
除
す
。
塵
外
精
舍
の
釋
道
儼
の
具
に
諳
聞
す
る
所
な
り
。
（37）

周
知
の
通
り
曇
無
讖
譯
『
大
般
涅
槃
經
』
四
十
卷
本
は
北
本
と
呼
ば
れ
、
北
本
の
南
朝
傳
來
後
に
、
慧
嚴
・
慧
觀
・
謝
靈
運
等
が
品
數

と
字
句
を
改
め
て
三
十
六
卷
本
の
南
本
を
作
っ
た
。
こ
の
逸
話
は
そ
の
改
作
の
過
程
の
出
來
事
で
あ
り
、
聖
典
の
妄
り
な
改
變
を
批
判
し

て
い
る
。

も
と
よ
り
靈
驗
記
の
類
で
あ
っ
て
事
實
と
は
見
な
し
得
な
い
し
、
實
際
に
は
南
本
は
大
い
に
流
布
し
た
。
し
か
し
完
成
前
の
原
稿
を
數

本
寫
し
て
同
好
の
士
に
見
せ
た
と
い
う
く
だ
り
に
は
當
時
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
私
的
に
狹
い
範
圍
に

限
定
し
て
見
せ
た
だ
け
で
あ
り
、
公
刊
に
相
當
す
る
よ
う
な
幅
廣
い
流
布
と
は
異
な
る
。
未
だ
定
稿
で
な
い
も
の
を
少
人
數
に
渡
す
場
合
、

恐
ら
く
他
の
人
間
に
は
見
せ
る
な
と
注
意
を
與
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
手
紙
で
返
却
を
求
め
燒
き
捨
て
た
と
い
う
結
末
は
、
見
せ
る
範
圍
を

回
收
可
能
な
程
度
に
止
め
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
さ
ら
に
外
部
へ
流
出
す
る
恐
れ
も
あ
っ
た
こ
と
を
表
す
。
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な
お
こ
の
物
語
は
『
高
僧
傳
』
慧
嚴
傳
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
慧
嚴
の
改
作
を
肯
定
的
に
捉
え
る
結
末
に
さ
れ
、
南
本
が
流
布

し
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
實
情
に
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る

。
（38）

注
釋
書
の
例
と
し
て
は
、『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
二
所
收
の
僧
祐
の
著
作
の
序
文
と
目
錄
の
中
で
、「
十
誦
義
記
目
錄
序
」
に
上
の
二
例

と
類
似
し
た
經
緯
が
見
ら
れ
る
。

『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
二
僧
祐
十
誦
義
記
目
錄
序
（
大
正
五
五
、
九
四
中
）

昔
少
し
私
記
を
述
べ
、
辭
句
未
だ
整
は
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
好
事
は
傳
寫
し
、
數
本
兼
ね
て
行
ふ
。
今
繁
を
刪
り
略
を
補
ひ
、
後
撰

を
以
て
定
と
爲
す
。
（39）

前
の
二
種
の
經
典
の
場
合
は
校
正
・
改
作
中
の
流
布
開
始
で
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
自
身
の
義
記
が
推
敲
中
に
流
出
し
た
例
で
あ
る
。

「
私
記
」
と
は
私
的
な
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
ま
だ
推
敲
不
十
分
な
『
十
誦
律
』
に
關
す
る
個
人
的
ノ
ー
ト
が
關
心
を
持
っ
た
人
に
よ
っ
て
傳

寫
さ
れ
、
數
本
が
流
布
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
以
外
の
「
私
記
」
の
用
例
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
が
講
義
者
、
若
し
く
は

弟
子
等
の
聽
講
者
の
ノ
ー
ト
を
指
し
て
い
る

。
僧
祐
の
『
十
誦
律
』
私
記
も
本
來
は
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
し
、
傳
寫

（40）

さ
れ
た
と
言
う
の
は
、
僧
祐
の
手
元
の
ノ
ー
ト
そ
の
も
の
を
寫
し
た
の
で
は
な
く
、
弟
子
が
講
義
で
書
き
取
っ
た
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
未
完
成
の
ま
ま
流
布
し
た
こ
と
が
過
去
に
あ
っ
た
た
め
、
加
筆
訂
正
を
行
っ
た
「
後
撰
」
の
方
を
定
本
と
す
る
、
と
僧
祐

は
念
を
押
す
。
以
前
の
未
完
成
の
も
の
と
新
し
い
定
本
と
が
竝
べ
ら
れ
た
場
合
い
ず
れ
を
採
る
べ
き
か
と
い
う
基
準
を
示
し
、
著
者
が
認

め
る
の
は
飽
く
ま
で
こ
の
序
文
の
附
さ
れ
た
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
れ
は
未
完
成
の
草
稿
・
完
全
な
定
稿

と
い
う
明
ら
か
な
區
別
で
あ
り
、
ま
た
著
者
に
よ
る
不
認
可
・
認
可
と
い
う
作
者
と
し
て
の
自
我
意
識
を
表
し
て
い
る
。
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結
語

以
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
字
體
の
面
で
は
異
體
字
・
俗
字
を
排
除
し
た
規
範
的
か
つ
標
準
的
な
字
體
が
求
め
ら
れ
て
、
「
正
字
」
の
役

割
や
依
據
す
べ
き
標
準
字
體
が
定
め
ら
れ
、
書
體
の
面
で
は
草
書
等
の
誤
讀
を
引
き
起
こ
し
が
ち
な
書
體
を
排
除
し
、「
正
書
」
に
よ
る

浄
書
が
行
わ
れ
た
。

書
體
と
し
て
の
「
正
書
」
は
崩
し
書
き
の
草
書
と
對
に
な
り
、
正
し
く
規
範
的
な
書
體
を
意
味
す
る
。
ま
た
經
典
翻
譯
の
「
正
書
」「
正

寫
」
の
例
は
下
書
き
段
階
の
「
草
本
」
と
對
比
さ
れ
、
下
書
き
か
ら
の
淨
書
に
當
た
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
「
正
」
は
「
草
」
と
對
に
な

り
、「
草
」
の
持
つ
初
歩
的
な
段
階
の
粗
略
な
も
の
と
い
う
意
味
が
、
こ
の
よ
う
な
兩
樣
の
對
比
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
。
た
だ
し
「
正

書
」
と
「
草
本
」
の
對
比
の
場
合
も
や
は
り
書
體
と
し
て
の
意
味
は
併
せ
持
ち
、「
草
本
」
と
は
内
容
的
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
整
っ
た
書
體
で
は
な
く
崩
れ
た
メ
モ
的
書
き
方
を
も
表
す
。
つ
ま
り
何
か
を
「
正
書
」
す
る
と
は
、
内
容
と
書
體
の
両
面
を
整
え

完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
公
私
の
面
か
ら
換
言
す
れ
ば
、「
草
本
」
と
は
ま
だ
公
開
す
る
に
相
應
し
く
な
い
個
人
的
な
段
階
、「
正
書
」
さ
れ
た
も
の
と
は

多
數
の
人
に
見
せ
ら
れ
る
公
的
な
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
當
時
に
お
け
る
「
正
書
」
と
は
、
不
特
定
多
數
に
流
布
さ
せ
る

た
め
の
公
的
な
書
體
で
あ
り
、
現
代
の
印
刷
物
の
書
體
に
相
當
す
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
こ
で
寫
經
の
際
に
は
「
正
書
」
に
熟
練
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
、
草
書
に
よ
る
書
寫
が
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
當
時
の
著
作
者
達
に
も
草
稿
と
定
稿
を
は
っ
き
り
と
區
別
す
る
意
識
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
六
節
で
見
た
よ
う
に
、
寫
本
時
代
に
お
い
て
は
校
正
・
改
作
・
推
敲
等
の
途
中
で
寫
し
が
流
出
し
て
し
ま
い
、
作
者
に
と
っ
て
不
本

意
な
狀
態
で
流
布
す
る
と
い
う
狀
況
が
あ
っ
た
。
版
本
が
流
通
の
主
體
と
な
っ
た
後
で
も
草
稿
段
階
で
寫
し
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
後
に
版
本
の
形
で
出
版
す
れ
ば
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
寫
本
時
代
の
場
合
、
草
稿
も
定
本
も
一
樣
に
手
書
き
で
あ
り
、

手
書
き
と
印
刷
の
よ
う
な
大
き
な
斷
絶
は
な
い
。
そ
こ
で
同
じ
手
書
き
で
あ
り
つ
つ
兩
者
の
差
異
を
示
す
指
標
と
な
っ
た
の
が
「
正
字
」

「
正
書
」
で
あ
っ
た
。

寫
本
時
代
の
文
獻
作
成
過
程
に
お
い
て
、
異
體
字
・
俗
字
を
排
除
し
た
標
準
的
字
體
で
あ
る
「
正
字
」
と
、
現
在
の
楷
書
に
相
當
す
る

「
正
書
」
で
の
書
寫
は
、
不
完
全
で
私
的
な
原
稿
の
段
階
か
ら
、
整
え
ら
れ
た
不
特
定
多
數
に
流
布
さ
せ
う
る
定
本
・
底
本
へ
の
變
わ
り

目
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

注
（

）
例
え
ば
藤
枝
晃
『
文
字
の
文
化
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
、
一
五
六
頁
、
黃
惇
『
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
書
法
史
』
鳳
凰
出
版
傳
媒

1

集
團
・
江
蘇
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
四
九
頁
。

（

）
後
漢
桓
帝
初
置
祕
書
監
、
掌
圖
書
古
今
文
字
、
考
合
同
異
。
其
後
監
令
掌
圖
籍
之
紀
、
監
述
作
之
事
、
不
復
專
文
字
之
任
矣
。
今

2

之
正
字
、
蓋
令
監
之
遺
職
、
校
書
之
通
制
。
歷
代
無
聞
。
齊
集
書
省
有
正
書
。
北
齊
祕
書
省
有
正
字
。
隋
置
四
人
。
大
唐
因
之
、

掌
刊
正
文
字
、
其
官
資
輕
重
與
校
書
郞
同
。
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（

）
『
通
典
』
卷
三
十
職
官
典
十
二
東
宮
官
正
字
「
隋
太
子
正
字
二
員
、
煬
帝
改
爲
正
書
。
大
唐
復
爲
正
字
、
亦
置
二
人
、
掌
刊
正
文

3

字
」。

（

）
時
慧
日
沙
門
智
騫
者
、
江
表
人
也
。
偏
洞
字
源
、
精
閑
通
俗
。
晩
以
所
學
追
入
道
場
。
自
祕
書
正
字
讐
校
著
作
、
言
義
不
通
、
皆

4

諮
騫
決
、
即
爲
定
其
今
古
、
出
其
人
世
、
變
體
詁
訓
、
明
若
面
焉
。
…
…
造
衆
經
音
及
蒼
雅
、
字
苑
。
…
…
京
師
沙
門
玄
應
者
、

亦
以
字
學
之
富
、
皂
素
所
推
。
通
造
經
音
、
甚
有
科
據
矣
。

（

）
又
置
正
字
、
字
學
玄
應
曾
當
是
職
、
後
或
置
或
否
。

5
（

）
玄
應
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
陳
垣
『
中
國
佛
教
史
籍
概
論
』
中
華
書
局
、
一
九
六
二
、
卷
三
「
玄
應
一
切
經
音
義
」。

6
（

）
杉
村
つ
と
む
『
改
訂
増
補

漢
字
入
門

『
干
禄
字
書
』
と
そ
の
考
察
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
。

7
（

）
至
五
月
十
六
日
己
卯
、
修
草
本
畢
。
洎
六
月
甲
午
朔
、
又
與
諸
大
德
起
初
檢
勘
。
至
十
五
日
戊
申
、
令
沙
門
圓
照
起
首
依
國
子
學

8

大
歷
新
定
字
樣
剏
寫
進
本
。
…
…
至
七
月
癸
亥
朔
二
十
八
日
庚
寅
、
初
校
草
本
訖
。
至
十
月
辛
卯
朔
三
日
癸
巳
、
繕
寫
進
本
畢
。

…
…
又
至
十
一
月
辛
酉
朔
七
日
丁
卯
、
復
與
諸
大
德
起
首
再
三
刊
定
、
對
草
本
、
進
本
、
副
本
檢
勘
、
至
二
十
七
日
僉
定
訖
。
至

十
二
月
辛
卯
朔
十
二
日
、
隨
狀
送
上
祠
部
、
大
安
國
寺
奉
勅
僉
定
四
分
律
疏
院
請
進
新
僉
定
四
分
律
疏
本
十
卷
。

（

）『
宋
高
僧
傳
』
卷
十
五
圓
照
傳
（
大
正
五
〇
、
八
〇
五
中
）
に
も
同
じ
事
跡
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。

9
（

）
尋
隸
體
發
源
、
秦
時
隸
人
下
邳
程
邈
所
作
、
始
皇
見
而
重
之
、
以
奏
事
繁
多
、
篆
字
難
製
、
遂
作
此
法
、
故
曰
隸
書
。
今
時
正
書

10

是
也
。

（

）
所
學
正
書
、
宜
以
殷
鈞
、
范
懷
約
爲
主
。
方
正
循
紀
、
修
短
合
度
。
所
學
草
書
、
宜
以
張
融
、
王
僧
虔
爲
則
。
體
用
得
法
、
意
氣

11

有
餘
。
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（

）
例
え
ば
現
在
日
本
の
印
刷
物
で
は
明
朝
體
フ
ォ
ン
ト
が
ほ
ぼ
「
正
書
」
に
相
當
す
る
が
、
紙
の
印
刷
物
が
一
層
減
少
す
る
に
つ
れ

12

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
で
讀
む
た
め
最
適
化
さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
が
「
正
書
」
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（

）
諸
本
「
無
叉
羅
」
に
作
る
が
『
放
光
般
若
經
』（
大
正
八
）
や
『
高
僧
傳
』
卷
四
朱
士
行
傳
の
附
傳
（
大
正
五
〇
、
三
四
六
下
）

13

そ
の
他
が
「
無
羅
叉
」
に
作
る
の
に
よ
り
改
め
る
。

（

）
以
元
康
元
年
（
二
九
一
）
五
月
十
五
日
、
衆
賢
者
皆
集
議
、
晉
書
正
寫
。
時
執
胡
本
者
于
闐
沙
門
無
羅
叉
、
優
婆
塞
竺
叔
蘭
口
傳
、

14

祝
太
玄
、
周
玄
明
共
筆
受
、
正
書
九
十
章
、
凡
二
十
萬
七
千
六
百
二
十
一
言
。

（

）
元
康
元
年
七
月
七
日
、
燉
煌
菩
薩
支
法
護
手
執
胡
經
、
經
名
如
來
大
哀
、
口
授
聶
承
遠
、
道
眞
正
書
晉
言
、
以
其
年
八
月
二
十
三

15

日
訖
。

（

）
以
晉
隆
安
元
年
丁
酉
之
歳
十
一
月
十
日
、
於
楊
州
丹
楊
郡
建
康
縣
界
、
在
其
精
舍
、
更
出
此
中
阿
鋡
。
請
罽
賓
沙
門
僧
伽
羅
叉
令

16

講
胡
本
、
請
僧
伽
提
和
轉
胡
爲
晉
、
豫
州
沙
門
道
慈
筆
受
、
呉
國
李
寶
、
唐
化
共
書
。
至
來
二
年
戊
戍
之
歳
六
月
二
十
五
日
、
草

本
始
訖
。
…
…
時
遇
國
大
難
、
未
即
正
書
。
乃
至
五
年
辛
丑
之
歳
、
方
得
正
寫
、
挍
定
流
傳
。

（

）
「
大
難
」
は
三
九
八
年
九
月
に
王
恭
が
北
府
軍
を
率
い
て
反
亂
を
起
こ
し
建
康
に
迫
っ
た
こ
と
、
三
九
九
年
か
ら
始
ま
る
孫
恩
の

17

反
亂
で
江
南
一
帶
が
不
安
定
な
狀
況
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
だ
ろ
う
。

（

）
「
正
寫
」
の
例
と
し
て
は
『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
一
略
成
實
論
記
「
成
實
論
十
六
卷
、
羅
什
法
師
於
長
安
出
之
、
曇
晷
筆
受
、
曇

18

影
正
寫
」（
大
正
五
五
、
七
八
上
）
も
あ
る
。「
草
本
」
と
對
應
す
る
「
正
本
」
の
用
例
と
し
て
は
會
昌
の
廢
佛
後
の
事
例
で
『
宋

高
僧
傳
』
卷
二
十
七
宗
亮
傳
「
大
中
（
八
四
七
―
八
六
〇
）
再
造
國
寧
寺
、
徴
選
清
高
者
隸
名
、
亮
預
住
持
。
…
…
國
寧
經
藏
載

加
繕
寫
、
躬
求
正
本
、
選
紙
墨
、
鳩
聚
嚫
施
、
建
造
三
門
藏
院
諸
功
德
廊
宇
、
皆
亮
之
力
焉
」（
大
正
五
〇
、
八
八
一
下
）。
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（

）
三
藏
は
僧
伽
跋
摩
を
指
す
（
『
出
三
藏
記
集
』
卷
二
、
大
正
五
五
、
一
二
中
）。

19
（

）
宋
元
嘉
十
二
年
、
歳
在
乙
亥
、
楊
州
聚
落
丹
陽
郡
秣
陵
縣
平
樂
寺
、
三
藏
與
弟
子
共
出
此
律
。
從
正
月
起
、
至
九
月
二
十
二
日
草

20

成
、
二
十
五
日
寫
畢
。
白
衣
優
婆
塞
張
道
、
孫
敬
信
執
寫
。

（

）
「
胡
漢
譯
經
音
義
同
異
記
」
に
つ
い
て
は
興
膳
宏
「
文
心
雕
竜
と
出
三
藏
記
集
―
そ
の
祕
め
ら
れ
た
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
―
」
第
六

21

節
、
福
永
光
司
編
『
中
國
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
八
二
、
一
二
七
―
二
三
八
頁
。

（

）
西
方
寫
經
、
雖
同
祖
梵
文
、
然
三
十
六
國
往
往
有
異
。
譬
諸
中
土
、
猶
篆
籀
之
變
體
乎
。
案
蒼
頡
古
文
、
沿
世
代
變
、
古
移
爲
籀
、

22

籀
遷
至
篆
、
篆
改
成
隸
、
其
轉
易
多
矣
。
至
於
傍
生
八
體
、
則
有
仙
龍
雲
芝
、
二
十
四
書
則
有
揩
奠
鍼
殳
。
名
實
雖
繁
、
爲
用
蓋

尠
。
然
原
本
定
義
、
則
體
備
於
六
文
、
適
時
爲
敏
、
則
莫
要
於
隸
法
。
東
西
之
書
源
、
亦
可
得
而
略
究
也
。

（

）
六
朝
期
に
は
百
種
を
超
え
る
書
體
が
生
み
出
さ
れ
、
南
齊
蕭
子
良
撰
と
さ
れ
る
『
篆
隸
文
體
』
や
庾
元
威
「
論
書
」
に
列
擧
さ
れ

23

て
い
る
。「
八
體
」「
二
十
四
書
」
が
何
を
指
す
か
は
未
詳
だ
が
「
仙
龍
雲
芝
」「
揩
奠
鍼
殳
」
に
對
應
し
そ
う
な
名
稱
は
幾
つ
か

見
出
せ
る
。

（

）
少
無
恆
性
、
卓
越
異
人
、
而
工
正
書
、
善
談
吐
。

24
（

）『
高
僧
傳
』
卷
十
安
慧
則
傳
「
後
止
洛
陽
大
市
寺
、
手
自
細
書
黃
縑
、
寫
大
品
經
一
部
、
合
爲
一
卷
、
字
如
小
豆
、
而
分
明
可
識
、

25

凡
十
餘
本
」（
大
正
五
〇
、
三
八
九
中
）。
ま
た
『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
『
冥
祥
記
』
晉
周
閔
條
（
大
正
五
三
、
四
一
七
中
）
に

ほ
ぼ
同
じ
話
あ
り
。

（

）
篤
好
玄
儒
、
遊
心
佛
義
、
善
談
莊
老
、
并
注
十
地
、
又
工
正
書
、
常
布
施
題
經
。

26
（

）
智
永
や
懷
素
は
書
道
史
に
お
い
て
名
高
い
が
、
他
に
も
藝
術
的
な
意
味
で
能
書
と
謳
わ
れ
た
僧
侶
は
多
い
。
例
え
ば
『
高
僧
傳
』

27
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卷
四
竺
潛
傳
附
傳
康
法
識
（
大
正
五
〇
、
三
四
八
中
）
、『
高
僧
傳
』
卷
七
竺
道
生
傳
附
傳
慧
生
（
大
正
五
〇
、
三
六
七
上
）
、『
續

高
僧
傳
』
卷
七
洪
偃
傳
（
大
正
五
〇
、
四
七
六
下
）
、『
續
高
僧
傳
』
卷
十
九
智
周
傳
（
大
正
五
〇
、
五
八
〇
中
）
。『
高
僧
傳
』
の

康
法
識
以
後
、
「
能
草
隸
」
「
善
草
隸
」
は
能
書
を
讃
え
る
際
の
常
套
句
と
な
っ
て
い
る
。「
草
隸
」
は
草
書
・
隸
書
を
ま
と
め
て

言
う
場
合
も
あ
れ
ば
隸
書
の
崩
し
書
き
と
い
う
意
味
で
草
書
の
み
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
い
ず
れ
の
意
味
か
の
判
斷
は
多
く
の
例

に
お
い
て
困
難
で
あ
る
。

（

）
伏
尋
上
清
眞
經
出
世
之
源
、
始
於
晉
哀
帝
興
寧
二
年
（
三
六
四
）
太
歳
甲
子
、
紫
虛
元
君
上
眞
司
命
南
嶽
魏
夫
人
下
降
、
授
弟
子

28

瑯
瑘
王
司
徒
公
府
舍
人
楊
某
、
使
作
隸
字
寫
出
、
以
傳
護
軍
長
史
句
容
許
某
、
并
第
三
息
上
計
掾
某
某
。
二
許
又
更
起
寫
、
修
行

得
道
。
凡
三
君
手
書
、
今
見
在
世
者
、
經
傳
大
小
十
餘
篇
、
多
掾
寫
。
眞
㖟
四
十
餘
卷
、
多
楊
書
。

（

）
長
史
正
書
既
不
工
、
所
繕
寫
蓋
少
。

29
（

）
又
按
三
君
手
迹
、
楊
君
書
最
工
、
不
今
不
古
、
能
大
能
細
…
…
掾
書
乃
是
學
楊
、
而
字
體
勁
利
、
偏
善
寫
經
畫
符
、
與
楊
相
似
。

30

…
…
長
史
章
草
乃
能
、
而
正
書
古
拙
、
符
又
不
巧
、
故
不
寫
經
也
。

（

）
正
月
詔
、
寬
刑
罰
、
廣
學
業
、
敦
禮
教
、
斷
草
書
、
去
文
存
質
。

31
（

）
草
書
惑
人
、
傷
失
之
甚
。
傳
者
必
眞
、
愼
勿
草
書
。

32
（

）
草
書
滅
法
、
傳
者
須
眞
。

33
（

）
深
勸
諸
行
人
等
、
若
寫
此
法
事
儀
之
時
、
皆
須
護
淨
、
好
紙
眞
書
、
依
經
抄
寫
、
如
法
裝
潢
。
不
得
麁
紙
草
書
。
此
竝
是
滅
佛
法

34

之
相
、
障
生
淨
土
、
永
劫
沈
淪
、
切
須
誡
愼
。

（

）
以
其
年
十
二
月
十
五
日
出
盡
、
校
正
檢
括
。
明
年
四
月
二
十
三
日
乃
訖
。
文
雖
粗
定
、
以
釋
論
撿
之
、
猶
多
不
盡
。
是
以
隨
出
其

35
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論
、
隨
而
正
之
。
釋
論
既
訖
、
爾
乃
文
定
。
定
之
未
已
、
已
有
寫
而
傳
者
、
又
有
以
意
增
損
、
私
以
般
若
波
羅
蜜
爲
題
者
。
致
使

文
言
舛
錯
、
前
後
不
同
。
良
由
後
生
虛
己
懷
薄
、
信
我
情
篤
故
也
。

（

）
鳩
摩
羅
什
譯
の
『
成
實
論
』
に
つ
い
て
も
日
本
澄
禪
『
三
論
玄
義
檢
幽
集
』
巻
七
（
大
正
七
〇
、
四
一
八
上
）
所
引
『
成
實
論
大

36

義
記
』
に
定
稿
以
前
の
段
階
で
流
布
し
た
と
の
傳
承
が
あ
る
。
船
山
徹
「
梁
の
開
善
寺
智
藏
『
成
實
論
大
義
記
』
と
南
朝
教
理
學
」
、

『
江
南
道
教
の
研
究
』
二
〇
〇
七
、
一
一
一
～
一
三
五
頁
。

（

）
宋
釋
慧
嚴
、
京
師
東
安
寺
僧
也
。
…
…
嘗
嫌
大
涅
槃
經
文
字
繁
多
、
遂
加
刊
削
、
就
成
數
卷
、
寫
兩
三
通
、
以
示
同
好
。
因
寢
寤

37

之
際
、
忽
見
一
人
、
身
長
二
丈
餘
、
形
氣
偉
壯
、
謂
之
曰
、
涅
槃
尊
經
、
衆
藏
之
宗
、
何
得
以
君
璅
思
輕
加
斟
酌
、
嚴
悵
然
不
釋
、

猶
以
發
意
、
苟
覓
多
知
。
明
夕
將
臥
、
復
見
昨
人
、
甚
有
怒
色
、
謂
曰
、
過
而
知
改
、
是
謂
非
過
。
昨
故
相
告
、
猶
不
已
乎
。
此

經
既
無
行
理
、
且
君
禍
亦
將
及
。
嚴
驚
覺
失
厝
、
未
及
申
旦
、
便
馳
信
求
還
、
悉
燒
除
之
。
塵
外
精
舍
釋
道
儼
具
所
諳
聞
。

（

）
『
高
僧
傳
』
卷
七
慧
嚴
傳
「
嚴
覺
已
惕
然
、
迺
更
集
僧
、
欲
收
前
本
。
時
識
者
咸
云
、
此
蓋
欲
誡
厲
後
人
耳
。
若
必
不
應
者
、
何

38

容
即
時
方
夢
。
嚴
以
爲
然
。
頃
之
、
又
夢
神
人
告
曰
、
君
以
弘
經
之
力
、
必
當
見
佛
也
」（
大
正
五
〇
、
三
六
八
上
）。
一
方
『
宋

高
僧
傳
』
卷
二
十
八
興
福
篇
論
（
大
正
五
〇
、
八
八
八
中
）
は
こ
の
話
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
る
。

（

）
昔
少
述
私
記
、
辭
句
未
整
、
而
好
事
傳
寫
、
數
本
兼
行
。
今
刪
繁
補
略
、
以
後
撰
爲
定
。

39
（

）
例
え
ば
『
續
高
僧
傳
』
卷
七
寶
瓊
傳
「
仙
嘗
覽
瓊
私
記
、
三
復
嗟
賞
、
後
於
高
座
普
勸
寫
之
」（
大
正
五
〇
、
四
七
八
下
）
、『
續

40

高
僧
傳
』
卷
八
寶
彖
傳
「
不
悋
私
記
、
須
便
輒
給
」
「
聽
者
盈
席
、
私
記
其
言
、
因
成
疏
本
、
廣
行
於
世
」（
大
正
五
〇
、
四
八
六

下
）。


